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C 6182：2026  

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべき

との申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 6182:1991 は改正さ

れ，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 C 6182：2026 
 

光ビーム用光パワーメータ試験方法 

Test methods of optical power meters for light beam 

 

1 適用範囲 

この規格は，光伝送用光源から発する空間伝ぱ（播）光ビームの光パワーを測定する検出器を備えた光

パワーメータの試験方法について規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 1002 電子測定器用語 

JIS C 6186 光ファイバ用光パワーメータ校正方法 

JIS C 6820 光ファイバ通則 

JIS C 60068-2-6 環境試験方法－電気・電子－第 2-6 部：正弦波振動試験方法（試験記号：Fc） 

JIS C 60068-2-31 環境試験方法－電気・電子－第 2-31 部：落下試験及び転倒試験方法（試験記号：

Ec） 

JIS Z 8103 計測用語 

JIS Z 8120 光学用語 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS C 1002，JIS C 6186，JIS C 6820，JIS Z 8103

及び JIS Z 8120 による。 

3.1 

受光面 

検出器の入力部分で，光ビーム出力の検出に有効な領域 

3.2 

有効受光面寸法 

光ビーム出力の検出に有効な受光面の寸法 

注釈 1 検出器の機械的開口寸法ではない。 

3.3 

スポットサイズ 


